
平成28年10月１日■

平成27年度まちづくりふれあいトーク

で出された質問や要望の対応について

【加納地区】

氷　 見 　市
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区分
地区
№

年度 地区 項目 意見の内容 回答
対応策または
不可能な理由等

対応可能性と着手
を含む対応時期
(平成28年4月)

28年度担当部署

会場 1701 27 加納 道路 比美乃江小学校の通学路について対応済
みとあるが、対応した箇所とはなにか。

→（回答を受けて）標識がそのままであった
り、対応を全くしていないと思われる。

県道であったので、県に報告をしました。市
としてはどのような要望があるか聞取りを行
います。要望にあった、家を動かして道路を
広げるいう対応は不可能なので白線を引く
などの対応を考えていると県から回答を得て
います。

比美乃江小学校のサブグラウンド横の県道に
ついては、交差点のカラー舗装や白線と破線
の設置、通学路の警戒標識等が既に整備さ
れております。横断歩道の標識に関し警察に
相談しましたが、移設は難しいとのことでし
た。ただ、傾き等不具合の調整は実施してい
ただいています。また、隣接する住宅の解体
に伴い、標識の視認性も向上しています。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1702 27 加納 都市整
備

市民病院の跡地を賑わいのある場所にして
ほしい。アグリステーション、キッチンステー
ション等のようなものを創出してほしい。

専門家を交えて、じっくりと丁寧に議論し、市
民の皆様の英知を結集して、まちの未来を
考え、まちの将来を担う子どもたちのことも考
えながら、多世代の方々が豊かで幸せに暮
らせる、使い方・利用について検討を行って
いきます。

旧市民病院跡地については、新文化施設の
立地場所として決定しており、公民連携によ
り、賑わいのある場所となるよう整備を進めて
いきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

都市計画・コミュニ
ティデザイン応援
課
都市計画担当
74-8078

会場 1703 27 加納 地区要
望

地区の要望書をたくさん提出してるが、３年
経っても対応・回答が得られていない。破棄
されているのではないかと感じる。対応を
しっかりしてほしい。

交通安全協会への要望書については、確認
します。要望書を破棄しているということはあ
りません。

つぶやきの拾い上げがまだできていなと思
われます。つぶやきが拾い上げられる組織・
仕組みづくりを行います。

該当の要望については平成２６年８月４日に
建設課において受理をしており、要望担当窓
口である地方創生と自治への未来対話推進
課において保管をしています。
対応・回答については、平成２６年１０月３１日
付け協防第６１号にて要望者あてに対応状況
をお送りしていますのでご確認をください。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

秘書･市民とともに
創る未来政策課
市民協働・公民連
携・フューチャーセ
ンター・地域おこし
担当
74-8013

会場 1704 27 加納 地方創
生

加納地区には寿養荘やゲートボール場があ
るが、健康な高齢者が活動できる場が多い。
こうした場に健康な高齢者が集れる機会を
もっと増やしてほしい。
また、大学生等と触れ合う場はないため、若
者と触れあいができる場がほしい。都会の若
者と地域に住む若者がもっと交流できる機
会を増やしてほしい。

ゲートボール場等は指定管理者制度を上手
く利用します。地域の方々が楽しく感じるよう
な事業を予算化します。
若者同士の交流については、個々に行って
います。更に、今後もっと活動できるようにし
ていきます。

まち・ひと・しごと創生総合戦略において、基
本目標Ⅳで「暮らし続けられまちを実現し、地
域資源を効果的に活用した魅力的な地域社
会を実現する」を掲げ、高齢世代の活動充実
と生きがいの創出に取り組んでいきます。ま
た、現在も大学等との連携を図っており、ふ
れあいの機会も増えると考えています。
平成２８年度予算において、まち・ひと・しごと
創生総合戦略の基本目標の実現に向け、よ
り成果が挙がる事業を優先的に予算化し、各
種事業を実施しています。
事業の実施に当たっては、成果検証を行い
ながら、高齢世代の活動充実、若者と触れ合
う場の創出につながるよう事業内容を改善
し、新年度予算にも反映して進めていきま
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

秘書･市民とともに
創る未来政策課
総合計画・
HimiStat担当
74-8011
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区分
地区
№

年度 地区 項目 意見の内容 回答
対応策または
不可能な理由等

対応可能性と着手
を含む対応時期
(平成28年4月)

28年度担当部署

会場 1705 27 加納 定住 県外の若者に聞くと、「氷見は景色・食等と
てもよい」と言うものの、実際住むかというと
居住には繋がらない。それはどうしてか。

東京の半数は地方に移住したいという考え
をもっています。こういった方をターゲットに、
氷見へ住んでもらいたいと思います。進学し
た女性に対し、氷見へ住んでもらうための働
きかけを行います。

北加納の地域は世帯が増えています。能登
の人にとって、住みやすいまちであることを
PRしていき、取り込んでいきます。

景色・食は氷見の強い部分であると考えま
す。その魅力を感じてきてくださる来訪者をた
だの観光客で終わらせず、リピーターにする
ことでより深く氷見を知っていただき移住へつ
なげていきたいと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工業・しごとづく
り・IJUターン応援
課
定住・ＩＪＵターン担
当
74-8075

会場 1706 27 加納 道路 比美乃江小学校近辺の道について、５年前
には「フタをする」と言う回答を得ている。しか
し、薬屋の前の道にフタをした（場所をかえ
て着工）。数年前の回答はどうなっているの
か。

状況を確認して回答します。 比美乃江小学校付近の通学路にあたる道路
の側溝については、ほとんど蓋がしてありま
す。
比美乃江小学校サブグラウンド横の蓋掛け水
路の下流、上庄川へ抜ける水路につきまして
は、雨水計画の中にはありますが、用地や補
償の関係から今のところ具体的な整備予定
はありません。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

質問 1751 27 加納 地区要
望

市職員にお願いしてもＮＧですが、議員を通
して頼みごとをすると解決する事は良いこと
か？

議員を通した頼みごとだからといって特別扱
いをするようなことはありません。市民の皆様
からの要望については、要望窓口である当
課において、担当課とも協議の上、今後とも
公正かつ適正に対応をしていきます。

いただいた要望について、要望の窓口である
秘書・市民とともに創る未来政策課において
担当課と協議して公正かつ適正に対応して
いきます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

秘書･市民とともに
創る未来政策課
市民協働・公民連
携・フューチャーセ
ンター・地域おこし
担当
74-8013

質問 1752 27 加納 地区要
望

地区の細かな要望はまだたくさんあります 市では、要望窓口を一元化し、頂いた要望
についての回答や対応状況をホームページ
で公開するなど、要望に対して公正かつ適
正に対応していきます。ぜひ窓口で、投書
にて、地区の要望書にてなど、細かな要望
についてお聞かせください。

要望については公正かつ適正に対応してい
きますので、細やかな要望についても引き続
きお聞かせください。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

秘書･市民とともに
創る未来政策課
市民協働・公民連
携・フューチャーセ
ンター・地域おこし
担当
74-8013

質問 1753 27 加納 防災 津波の避難場所 今年度、各地区において津波災害も含めた
避難場所の見直しを実施いただき、避難場
所の指定をしたところですが、県では、新た
な知見に基づいたシミュレーションを実施す
る予定であることから、市では、その結果に
基づき、必要な見直しについて、地区の皆
様と協議していきます。

新たな知見に基づいた県の津波シミュレー
ション調査が現在進行中で、来年には公表さ
れる見込みです。その結果に基づいて避難
場所の見直しを行っていく予定にしていま
す。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室
74-8021
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